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議
員

十
八
年
度
か
ら
二
十

七
年
度
ま
で
の
「
財
政
状
況

の
見
通
し
」
に
よ
れ
ば
、
十

九
年
度
以
降
、
投
資
的
経
費

を
ゼ
ロ
と
し
て
も
九
年
間
で

三
九
億
円
以
上
の
財
源
不
足

が
生
じ
、
厳
し
い
財
政
状
況

が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、「
財
政
状
況
の
見
通
し
」

を
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
作

成
し
た
の
か
。

総
務
部
長

今
後
一
〇
年
間

の
財
政
状
況
を
見
通
し
、
行

財
政
運
営
の
検
討
資
料
と
す

べ
く
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
の
制
度
改
正
な
ど
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、「
財

政
状
況
の
見
通
し
」
で
は
社

会
経
済
情
勢
な
ど
が
一
定
の

条
件
の
も
と
で
推
移
す
る
と

十
九
年
度
以
降
財
源
不
足
が

生
じ
る
と
試
算
さ
れ
た
。

議
員

財
政
状
況
を
理
由
に

経
営
理
念
優
先
の
予
算
編
成

を
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民

生
活
の
向
上
を
基
本
と
し
た

予
算
編
成
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

財
源
不
足
を
理

由
に
市
民
生
活
に
直
結
す
る

部
門
を
切
り
捨
て
る
こ
と
は

し
な
い
。
市
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
限
ら
れ
た
経

営
資
源
を
効
果
的
、
効
率
的

に
投
入
し
、
必
要
な
事
業
に

は
適
切
な
予
算
措
置
を
し
て

い
く
。
事
業
の
「
選
択
と
集

中
」
が
、
今
以
上
に
必
要
で

あ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
財
政
の
継
続
可
能

な
運
営
を
意
識
し
た
十
八
年

度
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
く
。

議
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
第
三

者
と
と
も
に
外
部
の
視
点
か

ら
行
政
の
事
業
の
必
要
性
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
仕
分

け
・
整
理
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
そ
の
評
価
結
果
を

次
年
度
の
予
算
へ
反
映
し
、

事
業
の
廃
止
や
民
間
委
託
な

ど
を
行
う
た
め
の
「
事
業
仕

分
け
作
業
」
を
市
民
等
と
協

働
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長

十
八
年
度
の
予

算
編
成
か
ら
経
常
的
経
費
に

つ
い
て
は
、「
枠
配
分
方
式
」

に
移
行
し
、
市
民
本
位
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
た

め
の
継
続
的
な
改
善
手
段
で

あ
る
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を

十
八
年
度
か
ら
試
行
す
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
後
の

成
熟
度
を
見
極
め
な
が
ら
第

三
者
に
よ
る
評
価
を
取
り
入

れ
、
市
民
と
行
政
の
適
切
な

役
割
分
担
の
認
識
を
深
め
、

協
働
に
よ
る
自
主
・
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い

と
考
え
る
。

議
員

事
業
の
予
算
残
額
の

扱
い
に
つ
い
て
の
基
本
的
な

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

財
政
運
営
は
、

「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
こ
と
」
が
基
本

原
則
で
あ
る
。
事
業
の
目
的

が
達
成
さ
れ
て
い
れ
ば
予
算

の
残
額
執
行
の
必
要
性
は
な

い
。
一
方
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
の
予
算
措
置
で
あ

り
最
低
限
必
要
な
修
繕
等
へ

の
予
算
残
額
の
執
行
は
行
う

が
、
限
ら
れ
た
貴
重
な
財
源

の
重
み
を
十
分
認
識
し
、
翌

年
度
を
見
据
え
た
適
正
な
予

算
執
行
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

議
員

行
財
政
改
革
は
、
全

国
の
地
方
自
治
体
が
最
優
先

課
題
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

そ
の
有
力
な
手
法
の
一
つ
が
、

自
治
体
業
務
の
外
部
委
託
で

あ
る
が
、
本
市
で
は
外
部
委

託
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

行
政
改
革
の
中

で
も
、
外
部
委
託
は
よ
り
一

層
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
推
進
す
る
た
め
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
、
重
要
な

取
り
組
み
と
考
え
て
お
り
、

ま
た
今
後
、
市
民
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
専
門

的
な
知
識
や
経
験
、
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
て
、
新
た
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

今
後
、
本
市
と
し
て

は
、
外
部
委
託
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
な

の
か
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

外
部
委
託
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
と

し
て
の
役
割
や
責
務
を
十
分

に
踏
ま
え
た
う
え
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を

図
る
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
を
個
別
、
具
体
的
に
精

査
し
、
民
間
で
行
え
る
事
業

は
民
間
に
委
ね
、
行
政
で
担

う
べ
き
事
業
は
、
引
き
続
き

行
政
が
担
う
と
い
う
考
え
方

の
も
と
に
、
民
間
活
力
を
導

入
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員

平
成
十
五
年
六
月
に

地
方
自
治
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、公
の
施
設
の
管
理
は
、

従
来
の
「
管
理
委
託
制
度
」

に
替
わ
り
、
新
た
に
「
指
定

管
理
者
制
度
」
が
創
設
さ
れ

た
。
本
市
も
福
祉
会
館
な
ど

一
〇
施
設
が
十
八
年
度
か
ら

指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
す

る
。
今
回
、
一
〇
施
設
の
内
、

七
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理

者
の
公
募
に
よ
る
選
定
を
行

っ
た
が
、
本
市
の
選
考
基
準

を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

指
定
管
理
者
の

選
考
で
は
、
審
査
の
評
価
項

目
と
し
て
、
管
理
運
営
や
経

営
能
力
等
に
関
す
る
事
項
な

ど
す
べ
て
の
施
設
に
共
通
す

る
項
目
お
よ
び
各
施
設
の
目

的
・
特
性
等
を
踏
ま
え
た
個

別
項
目
に
分
類
し
て
合
計
二

六
項
目
を
設
定
し
、
均
一
に

五
点
満
点
の
配
点
と
し
て
平

塚
市
指
定
管
理
者
選
定
等
委

員
会
に
お
い
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
審

査
を
実
施
し
た
。
各
評
価
項

目
の
得
点
を
合
計
し
た
総
得

点
の
六
割
を
基
準
数
値
と
し
、

こ
の
数
値
を
超
え
た
最
高
得

点
団
体
を
指
定
管
理
候
補
者

と
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
の
基
準
を
満
た
し
た
団
体

を
候
補
者
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

議
員

外
部
の
者
を
選
定
等

委
員
会
の
構
成
員
と
し
な
か

っ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

各
施
設
の
管
理

権
限
を
指
定
管
理
者
へ
委
任

す
る
行
政
処
分
で
あ
る
と
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
行
政
側
の

責
任
で
候
補
団
体
を
選
定
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

助
役
を
含
め
た
庁
内
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
選
定
等
委
員
会
を

設
置
し
た
。
な
お
、
委
員
以

外
の
専
門
的
な
視
点
か
ら
の

意
見
を
求
め
る
た
め
、
助
言

者
と
し
て
大
学
教
授
と
税
理

士
が
参
加
し
て
い
る
。

議
員

選
考
結
果
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

平
塚
市
指
定
管

理
者
制
度
導
入
の
手
引
き
に

定
め
た
選
考
基
準
に
の
っ
と

り
、
団
体
選
定
を
行
っ
た
も

の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
現

行
の
管
理
委
託
制
度
で
の
受

託
団
体
と
同
一
に
な
っ
た
が
、

候
補
団
体
は
本
制
度
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
よ
り
よ
い
施
設

運
営
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園

馬
入
サ
ッ
カ
ー
場
や
花
水
小

学
校
区
お
よ
び
旭
小
学
校
区

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

の
施
設
で
公
募
を
行
わ
な
か

っ
た
理
由
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

こ
れ
ら
三
施
設

に
つ
い
て
は
、
各
団
体
の
事

業
展
開
、
あ
る
い
は
ノ
ウ
ハ

ウ
や
実
績
等
を
考
慮
し
、
今

回
の
指
定
を
行
う
も
の
で
、

各
施
設
の
設
置
条
例
に
定
め

ら
れ
た
指
定
管
理
者
の
指
定

基
準
に
基
づ
き
、
最
適
と
判

断
し
た
も
の
で
あ
る
。な
お
、

指
定
管
理
者
選
定
等
委
員
会

に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
の

候
補
者
と
し
て
選
定
す
る
こ

と
を
承
認
し
て
い
る
。

議
員

十
七
年
度
に
社
会
教

育
部
な
ど
庁
内
に
お
い
て
、

相
次
い
で
不
適
切
な
事
務
処

理
が
発
生
し
た
が
、
原
因
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

一
義
的
に
は
、

担
当
者
の
職
務
怠
慢
で
あ
る
。

ま
た
、
管
理
監
督
者
が
職
責

を
十
分
に
果
た
さ
ず
、
チ
ェ

ッ
ク
体
制
も
機
能
し
な
か
っ

た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員

管
理
監
督
者
の
責
任

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

担
当
の
職
員
は

も
と
よ
り
、
管
理
監
督
す
る

立
場
に
あ
る
者
の
責
任
は
さ

ら
に
重
大
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

議
員

事
務
処
理
の
適
正
化

に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
、

そ
の
検
討
結
果
の
報
告
が
あ

っ
た
。
そ
の
報
告
書
の
中
に

「
事
務
処
理
の
適
正
化
の
た

め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
遵
守
）
体
制
を
確
立

す
る
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
確
立
す
る
考
え
な
の
か

伺
い
た
い
。

企
画
部
長

職
員
研
修
を
通

じ
て
、
法
令
を
遵
守
す
る
意

識
、
職
員
と
し
て
の
倫
理
観

を
高
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、

十
八
年
度
か
ら
公
益
通
報
者

保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
本
市

で
も
公
益
通
報
の
受
付
窓
口

を
設
置
す
る
こ
と
と
な
る
の

で
、
よ
り
公
正
で
透
明
性
の

高
い
組
織
の
確
立
や
事
務
の

推
進
な
ど
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。

今
定
例
会
の
総
括
質
問
で
は
、
構
造
計
算
書
の
偽
造
問
題
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定
や
平
成
十
八
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た

ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、
神
奈
川
県
立
平
塚
西
工
業
技
術
高
等
学
校
跡
地
の
取

得
等
に
つ
い
て
、
経
済
の
分
野
で
は
、
旧
平
塚
食
肉
会
館
の
活
用
に
つ
い
て
、
環
境
の
分

野
で
は
、
次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
福
祉
の
分
野
で
は
、
障
害
者
自
立
支
援

法
施
行
に
伴
う
本
市
の
対
応
な
ど
が
審
議
の
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
疑
内
容
を
、
各
常
任
委
員
会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
五
面
と
八
面
に
、

ま
た
、
決
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
を
六
面
に
ご
紹
介
し
ま
す
（
総
括
質
問
を
行
っ
た
議
員

名
と
主
な
項
目
は
七
面
に
掲
載
し
ま
す
）。

議
員

現
庁
舎
は
建
築
後
四

〇
年
以
上
が
経
過
し
、
耐
震

性
や
狭
隘
化
の
問
題
か
ら
新

庁
舎
の
建
設
計
画
を
進
め
て

い
る
が
、
検
討
内
容
が
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か

聞
き
た
い
。

市
長

今
後
、
約
一
〇
年
間

で
新
庁
舎
建
設
を
行
う
こ
と

を
前
提
に
、
資
金
計
画
な
ど

六
項
目
に
わ
た
り
協
議
を
行

い
、
併
せ
て
新
庁
舎
建
設
ま

で
の
現
庁
舎
の
耐
震
対
策
も

検
討
し
て
き
た
。
十
八
年
度

か
ら
の
財
政
状
況
も
厳
し
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
結

果
を
見
直
し
、
過
度
な
財
政

負
担
を
生
じ
な
い
手
法
に
よ

る
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

議
員

新
庁
舎
の
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
中
で
、
現
庁

舎
の
耐
震
対
策
を
検
討
し
て

い
る
理
由
を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

現
庁
舎
は
平
成

八
年
度
の
耐
震
診
断
で
も
補

強
が
必
要
と
の
結
果
で
あ
り
、

多
く
の
市
民
が
来
庁
す
る
こ

と
か
ら
耐
震
の
手
法
と
経
費

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

議
員

現
庁
舎
に
耐
震
補
強

を
行
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度

の
経
費
が
見
込
ま
れ
る
の
か
。

総
務
部
長

現
庁
舎
の
四
階

建
て
部
分
に
免
震
工
法
を
採

用
し
た
場
合
、
約
一
五
億
円

と
の
試
算
で
あ
っ
た
。

議
員

新
庁
舎
建
設
場
所
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

を
聞
き
た
い
。

市
長

市
庁
舎
の
場
所
は
、

現
在
地
あ
る
い
は
見
附
台
の

二
者
択
一
と
考
え
て
お
り
、

他
の
地
域
は
視
野
に
入
れ
て

い
な
い
。

議
員

市
長
は
平
成
十
七
年

九
月
定
例
会
で
、
平
成
十
七

年
十
二
月
末
ま
で
に
建
設
地

を
選
定
す
る
と
し
て
い
た
が
、

検
討
状
況
を
聞
き
た
い
。

市
長

現
在
、
庁
内
の
検
討

委
員
会
や
作
業
部
会
で
建
設

地
の
検
討
を
し
て
お
り
、
こ

の
検
討
結
果
や
専
門
家
の
意

見
も
踏
ま
え
明
ら
か
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
し

ば
ら
く
時
間
を
要
す
る
。

予
算
の
執
行
残
額

基
本
的
な
考
え
方
は

新
庁
舎
の
建
設
場
所

検
討
状
況
聞
く

馬
入
サ
ッ
カ
ー
場
な
ど

非
公
募
の
理
由

平平成成１１９９年年度度以以降降 見見込込ままれれるる財財源源不不足足
重要となる 事業の「選択と集中」

行
財
政
改
革
の
推
進
へ

民
間
活
力
を
さ
ら
に
導
入

（�）平成��年（２００６年）�月��日

指
定
管
理
者
の
公
募

選
考
の
基
準
・
評
価
を
尋
ね
る

公の施設

ひらつか議会だより

建
築
後
４０
年
以
上
の
現
庁
舎

耐
震
補
強
に
約
１５
億
円
と
試
算

事
務
処
理
の
適
正
化
に
向
け

法
令
遵
守
体
制
の
確
立
を

第 ��� 号
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